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黒毛和種の放牧子牛は群飼育の適応性が高いと評
価されている一方､ 雌牛の泌乳量の変異が大きい９)

ことが､ 放牧子牛の発育のバラツキに影響している｡
隠岐島の子牛も群飼育の適応性が高く飼いやすいと
いった放牧特性を持っている反面､ 舎飼子牛に比べ
て発育が遅れる傾向にある３)｡ 今後､ 放牧子牛の発
育改善を図るためには､ 繁殖雌牛の哺育能力､ 主と
して泌乳能力の向上が必要である｡ 子牛の生時から
２ヵ月齢程度までの１日増体量等初期発育は母牛の
泌乳量に大きく依存している９) ことから､ 子牛の初
期発育を把握すれば母牛の泌乳量が高い精度で推定
できるが､ 子牛市場出荷時体重は出荷前の生産者個々
の飼養管理の影響を受けており14)､ 育種価推定にあ
たっては出荷前の影響を考慮する必要がある｡ 隠岐
島では､ 春から秋まで子牛の大部分が放牧という似
通った飼養条件で管理されていることから､ 子牛の
初期発育と市場出荷時体重の間に有意な関係が認め
られている３)｡ そこで､ 隠岐島の子牛市場出荷時体
重に対する母性遺伝効果の育種価と泌乳能力の指標
である８�９) 子牛の60日齢体重との関係について検討
した｡ ������
１ 子牛市場出荷時の皮下脂肪厚に及ぼす影響
2001年３月､ ７月および11月の隠岐島の知夫家畜
市場へ出荷された子牛を対象に､ 超音波診断装置を
用いて左肩後縁部の皮下脂肪厚を測定した｡ 得られ
た皮下脂肪厚の記録234件について､ 最小自乗分散

分析を行った｡ その際､ 変動因として性､ 市場開催
月､ 農家および日齢に対する１次までの回帰を取り
上げた｡

２ 子牛市場出荷時体重に及ぼす影響
1996年から2000年の間に隠岐島の４市場に出荷さ
れた子牛の体重記録4�289件から､ 双子､ 再セリの
記録を除外し､ さらに日齢と体重の平均値±３倍の
標準偏差以内､ 4�029件を用いた｡ 全記録ならびに
11月市場記録 (以下､ 11月記録) の体重について最
小自乗分散分析を行った｡ その際､ 変動因として性､
出生年､ 出生季節､ 飼育島､ 農家､ 母牛年齢および
日齢に対する２次までの回帰を取り上げた｡ 全記録
で出荷頭数が10頭未満の農家はグルーピングし､ 11
月記録は変動因に取り上げなかった｡

３ 子牛市場出荷時体重に対する母性遺伝効果
子牛市場出荷時体重に対する母性遺伝効果の遺伝
率と育種価は全記録と11月記録を用いて推定した｡
遺伝率と育種価の推定は��������１) を用いて制
限付最尤法により行った｡ その際の母数効果は性､
出生年､ 出生季節､ 飼育島､ 農家､ 母牛の年齢を､
回帰として２次までの出荷日齢を考慮した｡ 11月記
録は母数効果に農家は取り上げなかった｡ 全記録な
らびに11月記録から推定した母性遺伝効果の育種価
と子牛の60日齢体重との関係について検討した｡ 子
牛の60日齢体重は､ 2000年から2001年の間に隠岐
島知夫村を中心に毎月測定した子牛の体重記録230����
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場に出荷された子牛の体重の全記録4�029件と11月市場記録1�612件に関する母性遺伝効果の遺伝率と育種価
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録のうち農家は母数効果に取り上げなかった｡ 市場出荷時体重に対する母性遺伝効果､ 直接遺伝効果の遺伝
率､ 両者の遺伝相関は全記録を用いた場合はそれぞれ0.20､ 0.20､ 0.20で､ 11月市場記録を用いた場合は
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頭の内､ 60日齢前後の記録のある77頭を用いて60日
齢補正体重を求めた｡�������
１ 子牛市場出荷時の皮下脂肪厚に及ぼす影響
表１に子牛市場出荷時の皮下脂肪厚に関する分散
分析の結果を示した｡ 市場開催月および日齢に対す
る回帰で0.1％水準､ 農家と性で１％水準で有意な
関係が認められた｡ 皮下脂肪厚の最小自乗平均値は､
市場開催月で1.98㎜から3.37㎜の差があり､ 11月市
場が最も小さい値であった｡ 調査対象とした知夫村
においては､ ４月から12月まで大部分の農家が親子
放牧している｡ そのため､ 11月市場は放牧された子
牛の出荷が多く､ 生産者の飼養管理､ 特に配合飼料
の給与量の影響が小さいため皮下脂肪厚の値が小さ
くなっていると考えられる｡ また､ ３月市場出荷子
牛は１月から３月まで舎飼であるため､ 配合飼料の
影響を受けて､ 11月市場出荷子牛の皮下脂肪厚に比

べて大きくなっていると考えられる｡ ７月市場の皮
下脂肪厚の値が大きいのは､ ４月以降も引き続き牛
舎で管理された子牛が多く含まれていたことによる
ものと考えられる｡ 放牧が盛んな地域において､ 子
牛市場出荷時体重に対する母性遺伝効果の育種価を
推定する際には､ 放牧という似通った飼養条件下で
育成された後に出荷された市場記録を用いれば有効
であると考えられる｡

２ 子牛市場出荷時体重に及ぼす影響
取り上げた変動因については､ 表２に示したとお
り11月記録の出生季節を除き全て有意であった｡ 隠
岐島の子牛市場出荷時体重から母性遺伝効果の育種
価を推定にあたっては､ 取り上げた変動因を数学モ
デルに取り込む必要がある｡
一般的に､ 市場出荷時体重は出荷前の生産者の飼
養管理､ 特に配合飼料の給与量の影響を受けている｡
データの結合度を考慮しつつ､ 数学モデルに生産者
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を入れることや子牛の栄養水準を揃えるようなデー
タの抽出も必要である｡

３ 子牛市場出荷時体重に対する母性遺伝効果
隠岐島の子牛市場出荷時体重に対する母性遺伝効
果､ 直接遺伝効果の遺伝率､ 両者の遺伝相関を表３
に示した｡ 母性遺伝効果の遺伝率は全記録を用いた
場合0.20､ 11月記録を用いた場合0.35であった｡ 11
月記録から得られた母性遺伝効果の遺伝率は､ 北村
ら２) が報告した体重・体高比を用いてデータを抽出
した島根中央家畜市場の子牛市場出荷時体重に対す
る母性遺伝効果の遺伝率0.22より大きな値であった｡
黒毛和種の泌乳能力の指標でもある２ヵ月齢までの
１日増体量に対する母性遺伝効果の遺伝率について､
島田ら10) が0.30～0.37､ 横井ら15) が0.34と報告し
ており､ これらとほぼ一致した｡
直接遺伝効果の遺伝率は全記録を用いた場合0.20､
11月記録を用いた場合､ 0.12であった｡ 11月記録か
ら得られた直接遺伝効果の遺伝率は､ 島田10) ら､ 横
井15) らの報告とほぼ一致した｡ 母性遺伝効果と直接
遺伝効果の遺伝相関は､ 全記録を用いた場合0.20､
11月記録を用いた場合0.69で､ いずれも､ 正の符号
を示した｡ 島田ら９�10�11) が示した多くの報告では遺
伝相関が負を示しているが､ 黒毛和種の改良は歴史
的に道府県単位で進められてきた７)ため､ 地域によっ
てそれぞれの遺伝的能力に特色がある集団が形成さ
れている｡ 母性遺伝効果と直接遺伝効果の遺伝相関
が正の符号を示したのは､ 隠岐島の発育を中心とし
たこれまでの改良の特色を表している可能性がある｡
海外では､ 肉用牛における生後１年程度までの体

重等子牛の発育に関する遺伝的パラメータの推定が
行われている４�６�13)｡ �����６) は肉用牛の体重に関
する遺伝的パラメータに関し多くの報告をしており､
離乳時体重に対する母性遺伝効果の遺伝率は平均
0.20 (0.07～0.52)､ 直接遺伝効果の遺伝率は平均
で0.25 (0.10～0.66) であったことを報告してい
る｡ また､ 直接遺伝効果と母性遺伝効果の遺伝相関
については､ �����６) や�������13) らが負の遺伝相
関を報告している｡
隠岐島の市場出荷時体重に対する母性遺伝効果の
育種価と子牛の60日齢体重の関係は､ 全記録を用い
た場合､ 図１に示すとおり両者の間の相関係数は
0.33で１％水準で有意であった｡ また､ 11月記録に
対する母性遺伝効果の育種価と子牛の60日齢体重と
の関係は､ 図２に示すとおり両者の間の相関係数は
0.57と0.1％水準で有意な関係が認められた｡ 黒毛
和種では､ 子牛の６ヵ月齢体重に対する母性遺伝効
果の育種価と実測累積乳量との間に有意な関係があ
ることが報告11) されている｡ また､ �������５) らは
離乳時体重に関する期待後代差と実測乳量の間に､
アンガス種で0.32､ シンメルタール種で0.44の有意
な相関係数を報告している｡ 11月記録に対する母性
遺伝効果の育種価と子牛の60日齢体重との間の相関
係数は､ これらの報告より大きな値であった｡ 11月
市場は前述のとおり､ 放牧という似通った飼養条件
下で育成された後に出荷された子牛が多く含まれて
いた結果と考えられる｡
以上の結果､ 今回隠岐島の11月記録から推定した
母性遺伝効果の育種価と60日齢体重との間に有意な
関係が認められたことから､ 隠岐島の繁殖雌牛の泌
乳能力改良に利用できることが明らかとなった｡ 今
後は､ 母性遺伝効果の育種価をもとにした交配計画
の策定や繁殖雌牛の保留を行う必要がある｡ 隠岐島
では放牧といった似通った飼養条件であったことか
ら精度の高い育種価が推定できたが､ 一般的には､
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子牛市場出荷時体重は生産者個々の市場出荷前の飼
養管理が大きな影響を及ぼしており､ すべての子牛
の栄養状態が適正水準とは限らない｡ 超音波診断に
よる背脂肪等の厚さの測定､ ボディーコンディショ
ンスコア､ 体重・体高比等を利用して､ 子牛の栄養
水準を揃える方法の検討や､ 生産者の情報を数学モ
デルに取り上げる必要があると考えられる｡ また､
黒毛和種は歴史的に道府県単位で改良が進められて
きた７)ため､ 飼養環境の差に加えて遺伝的にも異なっ
ており､ 各改良集団ごとに適切なデータセットと数
学モデル12) の検討が必要である｡� � � �
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